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多読とは・・・

学習者が自分の好きな本を楽しみながら

たくさん読むことである（高橋ほか 2022)



多読の４つのルール

やさしいレベルから
読む

辞書を引かないで
読む

進まなくなったら、
他の本を読む

わからないところは
飛ばして読む

❶ ❷

❸ ❹

（高橋ほか 2022)



多読活動の種類

CBIに寄与する多読授業
(纐纈 2019)

ブレンド型多読授業
(吉村・小林 2018)

授業内プロジェクト多読
(中 2020)

授業内ちょこっと多読
(髙橋・クック 2022)

多読クラブ
(松田 2018)

多読サークル
(中 2020)



ちょこっと多読 (髙橋・クック 2022)

ウェルビーイング効果
学生生活からのストレス
リリースとしての効果、
リラックス感を味わえる

中級への架け橋
中級以降の読み物中心
のクラス活動がしやす

くなる

冒頭の短時間で◎
授業冒頭の短い時間で

できる
取り入れやすい活動



本学・２年生コースの背景

メンタルヘルスの増加

１年次よりメンタルヘル
スによる欠席や課題提出
の遅れが目立っていた

３→４学期目への
大きなジャンプ
4学期目からの読み物
中心クラスにおける
学生の負担

遅刻者多数

授業開始時間までに
しっかりと来る学生が
徐々に減っていく

→ちょこっと多読を始めれば、改善できるかもしれない・・・！



夏の間の準備

LMSに多読ページ作成
概要、オンライン多読サイト、
音声ファイルページの記載

多読本準備
図書館の既存の本確認
新しい本の追加購入

読書記録
フォーム作成
Google Formsを使用
各学生専用ページ

多読実施日検討
週に１〜２回程度
可能な日を設定

講座参加
NPO日本語

多読授業入門講座
（オンライン）



NPO多言語多読
オンライン日本語多読入門講座

https://tadoku.org/japanese/online-courses-for-supporters/

毎月第一日曜日に開催

参加費 2200円

https://tadoku.org/japanese/online-courses-for-supporters/


Canvas多読ページ



読書記録フォーム



2022年秋学期2年生

1) 初級後半（げんきL17-23）

2) 学生数 16名



2022年秋学期2年生 ちょこっと多読活動内容

1) 初回の授業で多読紹介、絵本を使用し、

「絵を読むこと」を伝える

2) 5〜10分x全17回=合計170分程度

3) よむよむ文庫：スタート＆レベル０から開始

にほんご多読ブックス：レベル０

→途中からレベル１も追加



2022年秋学期2年生 ちょこっと多読活動内容

5) ジャンル別に本を並べる

6) 読書記録の記入を必須化

→教師側から時折コメント

7) ２〜３回ほどのスモールブックトーク(3-5分)



2022年秋学期2年生 ちょこっと多読活動内容

8) 教師も一緒に多読に参加する

Day & Bamford (2002) 

Ten Principles for Teaching Extensive Reading

“10. The teacher is a role model of a reader.”

→一緒に本の内容を共有/共感することができる。



2022年秋学期2年生 学期末にアンケート実施

1) 回答者：14/16人

2) 全11問：多読について、好きなジャンル、追加して

欲しいジャンル、多読の効果、来学期も続けたいかなど

3) 自由回答は、Grounded Theoryを参考に分析



2022年秋学期2年生 アンケート結果

😊



2022年秋学期2年生 アンケート結果:好きだった点

What aspects 
did you like about 
the Tadoku
activity?



読む練習の場
❷

❹

❶
文法や単語など
授業で習った
ものを使える場

教科書以外の物
に触れられる場

❸

日本の物語や
文化を学べる場

自己研鑽や朝活
としての楽しい場

❺

2022年秋学期2年生 アンケート結果:好きだった点



2022年秋学期2年生 アンケート結果:好きじゃなかった点

What aspects 
did you NOT like
about the Tadoku
activity?



時間不足
❷

❹

❶
本が簡単で
短すぎた

読書記録が面倒
❸

ブックトークを
したかった

眠くなって
しまった

❺

2022年秋学期2年生 アンケート結果:好きじゃなかった点

わからない単語が
気になってしまう

❻



2022年秋学期2年生 アンケート結果



2022年秋学期2年生 アンケート結果



2022年秋学期2年生 アンケート結果

phone



2022年秋学期2年生 アンケート結果

Is there any 
other benefit 
you saw through 
Tadoku?

Engaging

縦書きの物を読む
のに慣れてきた

自然な物を読む
→ 自然に話す、書くようになったと思う



2022年秋学期2年生 アンケート結果

What genres 
do you wish to 
be added to our 
Tadoku book 
collection?

歴史

日本の子供が読む本

本物の日本人が読んでいる本

文化

ジャーナリズム

食べ物



2022年秋学期2年生 アンケート結果と多読活動からの気づき

1) 多読を楽しんでくれている様子

学生「今日は多読をしますか？」

「やったー！」
2) 10分では読み終わらなくなってきた

3) レベル１の本をもっと早くから出すべきだった

4) 教科書ではない、自然で生の物を求めている様子

5) 多読時間中に退室してしまう学生がいた



改善に向けて・・・

NPO日本語多読
支援研究会

本の追加

図書館の司書さんに子供/小学
生向けの蔵書について尋ねる

書庫に眠っている本を貸し出
し可にしてもらう

他の先生方に悩みを相談

退室してしまう/面白かったとしか
書かない学生
→コメントが書いてあるだけでもOK！

10分では短いかもしれない…
→本の貸し出しを始めてみては？



2023年春学期2年生

1) 中級（本学オリジナルコースパケット）

2) 学生数 12名

3) 読み物中心（思想、歴史、小説、評論）



2023年春学期2年生 ハーフ(？)多読活動内容

1) 15〜20分x全7回=合計120分程度

2) よむよむ文庫：レベル３まで

にほんご多読ブックス：レベル３まで

→レベル０と１は徐々に減らした（スペースの都合上)

＊子供/小学生向けの本の準備は間に合わず…

3) ジャンル別に本を並べる



2023年春学期2年生 ハーフ(？)多読活動内容

4) 読書記録:１冊読み終わったら記入＝毎回ではない

→後半から、読み途中の感想も書かせてみた

5) 2分間スピーチ「好きな本の紹介」

6) 本の貸し出しOK

→2名がよく借りていた＆スピーチの前は全員が借りた



2023年春学期2年生 学期末にアンケート実施

1) 回答者：11/12人

2) 全17問：先学期との比較、活動時間、好きなジャン

ル、追加して欲しいジャンル、多読の効果、2分間スピ

ーチ、今後の継続など

3) 自由回答は、Grounded Theoryを参考に分析



2023年春学期2年生 アンケート結果

😀



2023年春学期2年生 アンケート結果:好きだった点

What aspects 
of this semester's 
Tadoku activity did 
you like in 
comparison to last 
semester?



１冊読み終えら
れる十分な時間

❷

❹

❶
難易度の高い本
ノンフィクションな
どの様々なジャンル

深い理解と
チャレンジの場

❸
記録を書かずに読
書に集中できた

2023年春学期2年生 アンケート結果:好きだった点



2023年春学期2年生 アンケート結果:好きじゃなかった点

What aspects 
of this semester's 
Tadoku activity did 
you NOT like in 
comparison to last 
semester?



回数不足
❷❶

ブックトークや
ディスカッションの

欠如

2023年春学期2年生 アンケート結果:好きじゃなかった点



2023年春学期2年生 アンケート結果:活動時間
時間があれば
あるほどいい

短い方が
ストレスフリー

2〜3週間に1回だ
と、

読んでいた内容を
忘れてしまう

できるだけたくさん
多読をしたい



2023年春学期2年生 アンケート結果:本の紹介スピーチ



2023年春学期2年生 アンケート結果:本の紹介スピーチ

What is the 
reason for your 
answer to Q12?



要約や紹介文の
練習

パブリックスピーキン
グやプレゼンの練習

他の課題も重な
りストレスに

他のトピックを
希望

2023年春学期2年生 アンケート結果:本の紹介スピーチ

本とより深く
向き合える



2023年春学期2年生 アンケート結果:授業内での多読



クラス内外での学生からのコメント

多読を通して、日本の思想を学べて面白い。
自分の国とは違う考え方や思想があるこ
とがわかった。

= WRSLL: Cultures, Comparisons, Connections

(ACTFL 2012)



クラス内外での学生からのコメント

日本の高校生にキャンパスツアーをした時、多読
で読んだ『よだかの星』の話をして、高校生はこ
の作品を知らなかったけど、作者を知っていた。
高校生と話すいいトピックになった。

= WRSLL: Community参加への助け

(ACTFL 2012)



2023年春学期2年生 アンケート結果と多読活動からの気づき

1) レベルが上がるにつれて、15-20分程度の方が◎

2) 一方、回数重視の方が学生は好む傾向にありそうだ

3) 多読がクラスメートや日本人との会話のきっかけに

なり得る



2023年春学期2年生 アンケート結果と多読活動からの気づき

4) 自国や自分の思想について振り返るきっかけにもなる

5) 多読活動はWRSLLにつながる活動である



本学・２年生コースの背景→その後

メンタルヘルスの増加

朝活やfulfillingといっ
た精神面に関するコメン
トも見られたが、一方で
２分間スピーチがストレ
スになっていた学生もい

た

３→４学期目への
大きなジャンプ
3学期目に引き続き、授
業内では活発な意見交
換の場が続いていたの
でそれほど大きなジャ
ンプではなかった？

遅刻者多数

秋に比べ春の方が遅刻
頻度が減った

多読の日に遅刻してく
ると通常より申し訳な
さそうに入ってきて

いた印象

→多少は軽減できたかもしれない・・・？



多読回数の確保

ブックトークの
頻度↑

多読本ではない
本の追加

今後の課題

Storytelling
(竹原・グラハム 2022)

との効果的な連携
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